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＜連絡事項＞

・ノロウィルス感染症様の症状を呈する患者様が大変増えてきています。

これ以上、感染を拡大させない為にも、感染対策の再確認をお願いします。
①一行為、一手洗い

②ノロウィルス感染症の疑われる患者様の吐物や下痢便を処理する時には、必ずディ

スポのマスクと手袋を着用し、汚物が乾燥する前に静かに拭き取り、次亜塩素酸ナト

リウム（ハイター）で確実に消毒を行って下さい。

③ノロウィルスは非常に感染力が強い為、床・ドアノブ・リネン類・日用品等の環境

からもウィルスが検出されます。空気中にウィルスが浮遊している場合も考えられる

ので、十分換気しながら消毒を行って下さい。
職員自身が感染媒体とならないように、体調管理（手洗い・うがい等）をしっかり行っ

て下さい。
～ノロウィルス検査の検体について～
“糞便または嘔吐物”とされていますが、“嘔吐物”ではウィルス量が少なく、陽性の場合でも「陰性または疑陽性」となることが多いとの事です。正確な検査結果を知る為にも、ノロウィルス検査の検体材料は“糞便”として下さい。
～ティスポ製品の食器使用について～

ノロウィルス感染症疑いの患者様へ、ディスポ製品の食器を使用していると思います

可能な限りコンパクトにまとめ一般ゴミではなく「感染性医療廃棄物」として

処理をお願い致します。

＜患者様連絡事項＞

・本多　富美様～便がゆるいと訴える事ありました。その他の訴えは聞かれていませんが、身体状況の観察をしていきましょう。

· 佐々木　修様～1/27(土)～28(日)まで外泊訓練の為、外泊希望がありました。出棟時間

と帰院時間が未定ですので、確認していきましょう。

· 柳谷　靖子様～旦那様から診察の様子を見たいとの話しがありました。今後の治療方針

についても知りたいとのことで、主治医との面談希望もあります。明日、14：00以降に来院されるように説明しています。主治医へ情報提供お願い致します。

· 宮本　建蔵様～26日(金)14：30～15：30まで整形受診の為、外出予定となっています｡

今後も通院が必要かどうか確認して下さい。

· 滝沢　久江様～現在、16時から体育館にてウォーキング行っていますが入浴日の時は

16時から風呂で運動ができない為、15時30分から約20分間の運動を行ってもらい、それから入浴されるよう促していきましょう。

· 市川　真紀子様～妄想様の発言が活発に聞かれる事から非定型抗精神病薬が処方とな

っています。異常体験に左右された発言や行動がないか観察し、日課・プログラムへの支障がないように声掛けしていきましょう。

セロクエル（100）2T　1×vds

＜川端Ｄｒ担当患者様＞

・滝沢　久江様～日課・プログラムはスタッフ声掛け要していますが拒否無く行なう事できています。尿臭ひどく尿漏れもみられています。そのことで同室者の患者様などとトラブルにならない様に、また清潔を保つ為にも更衣をし、尿漏れ対策としてナプキンや尿取りパットを使用して頂くか検討していきましょう。また、本人がどの程度まで行えるのか観察し、出来ていない部分はスタッフが介入し、出来ている部分を維持出来るよう関わっていきましょう｡介入時は、何を行うか説明してから行うようにして下さい。体重コントロールの為に、運動は今後も継続して行なう様に促していきましょう｡キーパーソンは妹様となっており協力的です。入院予定期間は3ヶ月程度ではありますが、体重コントロールや日常生活面での様子で変更する可能性があります。

・佐々木　みね様～吐薬や舌下に薬を隠し、拒薬すること多く、スタッフの再三の促しにて服薬しています。1月17日の定期薬より肝臓疾患用剤がパンパール→ヨウレバーへ変更となっています。拒薬する原因とも考えられましたので、問診時に主治医より説明ありました。今後も、確実に服薬して頂ける様関わっていきましょう。1月16日にてんかん欠神発作がありましたが、特変なく経過されています。脳波の検査の指示があり、火曜日までに検査を行い結果を主治医へ報告して下さい。

・山田　隆雄様～未だに兄様が亡くなったことを受け入れる事が出来ていない様子です。その為、もう少し暖かくなってきた頃に墓参りに行かせてはどうかと主治医より話あります｡医療保護入院から任意入院への切り替えは本人拒否している為、医療保護入院で入院継続とします。北病棟への転棟も拒否されています。

· 山田　典子様～本日、八戸赤十字病院へ消化器科の検査と精神科診察の為、受診されて

います。消化器科へ入院し治療を行う予定ですが、精神症状悪化した場合は精神科へ転科し治療するとの事です。明日、検査結果の説明を受ける為に受診予定です。弟様へ検査結果を伝え、八戸赤十字病院での保護者について確認し、付き添いをして頂いている市川様へ依頼される場合は、弟様の方で依頼して頂きたい旨を説明していきましょう。

　　　　　　　　退院時処方として1週間分処方となっています。薬剤情報も依頼していますので、退院時サマリーと一緒に同封して下さい。

· 種本　福松様～作業療法中に「一酸化炭素の臭いがした」と話され気にしている様子あ

りました。それに伴う、身体不調の訴えは聞かれていません。心気的・身体的不調を訴えがあった際は話しを傾聴していきましょう。

ソラナックス（0.4）　1.5Ｔ　3×ndE　抗不安薬が継続処方となっています。

· 宮本　建蔵様～はじめ問診を拒否されていましたが、再三の促しにて行っています。問

診では「もう、年だから退院して仕事がしたい。実家でひとりで暮らす」と話されています。退院されても入院を繰り返している原因について尋ね、今の状態ではひとり暮らしは難しい事説明していますが「ひとりで暮らせる。出来る。」と話し理解の乏しさ伺えます。主治医より、今まで何故失敗し入院を繰り返してきたかを考えてみるように説明あります。以前のようになんでも出来ると思われているようなので、出来る事・出来ない事を理解出来るような関わりをしていきましょう。

＜山田典子様退院時療養検討会議＞

2月1日(木)　9：00　八戸赤十字病院での総胆管結石の治療の為、退院予定となっていま

す｡治療後は、当院へ再入院予定です｡

